






金融商品仲介業／独立系金融コンサルタント

ミクロ経済学の理論を応用し、未来の意思決定を行う

経済学部　経済学科

「経済学演習４」
石井 光 教授

必須アイテムは、アタッシュケース、タブレット端末、スマートフォン、靴。
身だしなみには特に気を付けています。お客さまによって靴やかばん、
スーツまで替えることもあります。

石井光教授の「経済学演習 4」で学ぶのは産業組織論。 普段私たちが行う個人消費や
企業の行動、意思決定がどのようにされるかを学びます。 まず、専門書を輪読して研究
に必要な経済学の知識を身に付け、その後、4～5人のグループに分かれて研究に取り
組み、プレゼンテーションやディスカッションのスキルの習得を目指します。
「経済学は過去の現象の分析だけでなく、未来の現象に対する意思決定の方法も提供
する学問なので、常に『今起きていること』に着目することが大切です」と石井教授は語
ります。 授業で取り扱う経済現象のテーマは、身近なテーマから学生が主体的に選びま
す。 例えば、飲食店の割引クーポン。 一見お得なサービスに見えますが、実は競合他社
との競争を制限する効果があり、クーポンを発行しない場合よりも実質価格が高くなり、
顧客にとってはお得どころか損になる可能性もあることが研究で明らかになりました。
「研究に必要なことは、企業の行動が生む利益だけでなく、顧客への影響や世間への
インパクトまで広く考える力です」と石井教授。 授業では、背景にある要因を探り仮説を
立て、理論またはデータを用いて分析を行い立証します。 思うような結果が出ない場合
には、改めて仮説を立てて再度分析を行います。 そのようにして得た研究成果は、学内
の経商合同ゼミナール大会や、他大学とのインターゼミナール大会で発表し、学生同士
で研究成果について議論を行います。
「学生には、たとえささいな成果でも、導き出すには膨大な時間と努力が必要だと気付
いてほしい」と教授は言います。 自らの考えを人に伝える難しさ、議論によってその考え
を確立させていくすべを身に付ければ、 社会に出てから必ず役立つはずです。
「日常の中からテーマを見つけることは、簡単そうに見えます。 しかしその現象の背景
で何が起ころうとしているのか、 何が原因で起きているのかを探ることは非常に難しい
ことです。 そこに興味を持って粘り強く取り組み、解明しようという意欲のある学生に来
てほしい」と締めくくりました。
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Financial Adviser
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Financial Adviser

チャレンジする姿が信頼に
成長できる環境で突き進みます
株式会社ファーストパートナーズに所属する荻野真志さんは、独立系金融ア

ドバイザー（IFA）に従事しています。証券会社や銀行などの金融機関から独立
し、中立的な立場で顧客に寄り添って金融商品のアドバイスを行う、近年注目さ
れている業態です。就職活動では金融業界を志望し、銀行、証券会社、生命保険
会社など6社に内定。営業力や人脈、金融や経済の知識を得られると感じた荻野
さんは「成長できる環境に身を置きたかった」と、最も厳しいと言われる大手証
券会社へ入社を決めました。
配属された新宿の支店では、日本を代表する企業が立ち並ぶマーケットで法

人営業を経験します。朝4時に起床し新聞を読み込み、昼は100件の飛び込み
営業、夜は筆書きで手紙を何枚も書く日々を過ごします。3年間の実績が実り、4
年目には金融資産10億円以上の超富裕層を担当するPB部門への異動となり
ます。担当するお客様が一切いない状態からの再スタートになりますが、新規
開拓に成功し、再び社長賞を獲得。その後2021年にIFAに転身し、ファースト
パートナーズに所属します。同社は2016年設立の新しい会社で、優秀なIFAが
多く在籍し、それぞれの得意分野で協力し合えること、裁量の自由度が大きいこ
となどが魅力であると語ります。
一方、転身後には以前からの顧客の離脱や、社内インフラ不足に苦心するこ

とがあるそうで、大手企業の環境が恵まれていたことに気付くとともに、「己の
力が本当の意味で試される今の環境は自分に合っている」と意欲を見せます。
学生時代は体育会バスケットボール部に所属。レギュラー争いに苦しみなが

らも、チーム内のフォローに注力し、5年ぶりとなるインカレ出場を成し遂げまし
た。部活動で培った根性とレギュラーの活躍を支えた経験は、人を盛り立て支え
るという点で現在の仕事にも生きていると言います。
「チャレンジを続ける荻野を応援したい、と挑戦する姿勢に信頼を寄せてくだ
さるお客さまが多い」という荻野さん。最後に「失敗も経験にできるのが、大学4
　年間の素晴らしさです。起業でも資産運用でも、失敗を恐れず突き進んで
　　　　　　みてください」とエールを送りました。

三田学園高等学校出身
2016年経済学部卒業

株式会社ファーストパートナーズ

荻野 真志さん

目の前にある現象だけでなく、その背景と隠れた要因を見抜く

ある1日の
スケジュール

5 6

1年次生で受講した石井先生の授業がとても
面白く、このゼミを選びました。自分が買う商品が
どのような意図や戦略で販売されているのか、経
済システムの裏側を学べるのがミクロ経済学の
魅力です。ゼミではチームでの研究が主体となる
ため、全員がとても仲が良く、先生も気さくで相
談しやすい関係です。卒業後はIT業界でSEとして
働きたいと思っていますが、ゼミで培った論理的
思考力は大きな力になると考えています。

山本菜々美さん（4年次生） 林広晃さん（4年次生）

以前から企業間行動に興味があり、戦略的行動
に着目する石井ゼミを選びました。チームで『ス
ターバックスの値上げに関する戦略効果』につい
て研究し、さまざまな大会でプレゼンテーションし
ました。チームで意見が分かれた時は、客観的に
見ることと説得力のある伝え方を意識し、チーム
ワークを大切にしました。将来はパイロットを目指
していますが、ゼミで習得したコミュニケーション
力を生かして活躍したいと思っています。
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Yusaku Nakagawa

中川 雄策さん

環境都市工学部　2年次生

ゴルフの魅力は生涯続けられること
練習とキャディーの経験を成長につなげる

春合宿でのスイング練習の様子
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なるほど・ザ・関大！

6月に第46回総合関関戦を開催
　総合関関戦は今年も6月に予定されています。関西大学と関西学院
大学の体育会各クラブによる対抗戦で、両大学のスポーツ技術の交流
と親睦を兼ねた、全国でも珍しい大学スポーツの祭典です。
　今月号では、これまでの歴史を振り返ります。

次回は、中川さんからのご
紹介で眞壁知義さん（文学

部2年次生）が登場。
お楽しみに ！

7 8関西大学通信 2023.6 vol.508 関西大学通信 2023.6 vol.508関西大学通信 2023.6 vol.508

体育会ゴルフ部に所属する中川雄策さんは、大学進学が決まった高校3年生の時、父から「社会人
になるとゴルフをする人が多いから、将来役に立つよ」と勧められたことが入部のきっかけでした。
ゴルフ部は週3回、千里山キャンパスから徒歩約20分のゴルフ練習場で、19時
から21時まで練習を行っています。入部したての頃、中川さんはルールも知
らない初心者でしたが、「練習するうちに上達を実感できて、ゴルフが面白く
なりました」と当時を振り返ります。
また、ゴルフ部ではコースでの振る舞いを学ぶため、ホームコースである
有馬ロイヤルゴルフクラブでキャディー研修を推奨。中川さんも週末にはゴル
フ場でキャディーの経験を積んでいます。さまざまな年代の人に同行する
中で、70歳を超えた方が打つショットの正確さに感嘆することもあり、
「年齢を重ねても続けられる“生涯スポーツ”であることがゴルフの大き
な魅力」と語ります。
将来はランドマークとなるような大型の建築物を手掛け「お父さん

が建てたんだよ、と自分が施工に携わった建物を子どもに見せること
が夢」と話してくれました。時間に制限がある中でもスケジュールをう
まく調整して、学業と部活動の両方に力を入れています。「学業面で
は、在学中に『宅地建物取引士』の資格を取ること。部活動では、4
月から入ってきた後輩を引っ張っていけるよう、アイアンショットの
正確性を身に付け、ゆくゆくはアベレージスコアを80にすることが
目標です」と意気込みを見せます。
「在学中は学業と共に、ゴルフを通して精神力を鍛えたい。その
経験は社会に出てからも生かせるはずです」と中川さん。最後に
「6月に総合関関戦が迫っています。昨年は16年ぶりに勝利しまし
たが、今年の試合はアウェーコースで行われるので苦戦が予想さ
れます。自分はキャディーとしてチームを支えますので、皆さん
応援をよろしくお願いします」と笑顔で語りました。

　本大会の特徴は、大学単独の企画ではな
いこと。その典型は1980年の第3回大会か
ら始まった健康マラソン大会です。関大周辺
に6㎞コースと4㎞コースを設け、一般市民も
参加できるようにしたのです。
　ちょうどこの頃はジョギングブームに火が
付いた時代で、市民マラソンと名の付く大会
が全国で100近く企画されました。本大会の
健康マラソンにも3歳から78歳までの924人

　総合関関戦が始まったのは1978年。当時、
多くの大学において、体育会の各クラブが個
別に交流戦を行っていましたが、縁の深い大
学間でクラブごとに対戦し、その総合成績を
競い合う例はありませんでした。それを両大学
の体育OB会（現在の体育OB・OG会）が企
画し、双方のトップの賛同を得て実現。初めて
の大学スポーツの総合定期戦ということで、
全国的にも注目されました。
　当時の学長、院長はこの総合関関戦に期
待して、それぞれの思いを語っています。『関
西大学百年史』からそれを拾うと―。

伝統のスポーツ交流と
地域の絆

第46回大会概要
日程 ： 2023年6月3日（土）～11日（日）
場所 ： 関西学院大学西宮上ケ原キャンパス他

が参加し、大きな盛り上がりを見せました。
　これまでの通算成績は本学の18勝23敗1
分です。毎回多くの感動の渦を巻き起こし、
数々のドラマを生んできました。そして今でも
その手応えを忘れない人たちがいます。
　例えば、野球部の北川元洋さん(1983年
社会学部卒業)。1982年の第5回大会で、8
番バッターとして出場。９回2死2、3塁のチャ
ンスで中前安打を放ちサヨナラ勝ち。「打っ
た時の腕の感触は今でも覚えています」と言
います。
　こうした手応えは関関戦に限ったことでは
ありません。本学の体育会には44のクラブが
あり、それぞれが関関戦以外に関関同立の交
流試合や関西、関東の大学との交流を行って
います。一人一人が他大学との絆を強めてい
るわけです。さあ、今度はあなたの出番です。

健康マラソン大会

第1回大会の開会式（現在の千里山キャンパス尚文館あたり）

　第46回大会実行委員長の岡本昂也さん
（総合情報学部3年次生）は、「『蒼穹』には2つ
の願いを込めています。1つ目は総合関関戦
の意思や伝統を引き継ぎ、次の世代にバトン
をつないでいきたいこと。2つ目は関大の2連
覇を目指して『蒼穹』のように曇りのない最高
の大会にしていきたいことです」と話しました。

 ◎ 関西大学　中義勝学長
　ライバル意識の強い両大学の学生諸君が
ぶつかり合うことによって、母校愛が養われ
れば言うことはない。学風の振興に役立つの
ではないか。

 ◎ 関西学院大学　小寺武四郎院長
　親善も大切だが、鍛錬する心も大事であ
る。この定期戦こそ新しい時代における学生
スポーツの開拓になると思っている。 スローガン ： 

蒼穹
そうきゅう

第3回大会で初めて
行われた健康マラソ
ン大会では道を埋め
尽くすほどの参加者
がありました。（現在の
千里山キャンパス凜
風館と誠之館の間）
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中川 雄策さん

環境都市工学部　2年次生
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6月に第46回総合関関戦を開催
　総合関関戦は今年も6月に予定されています。関西大学と関西学院
大学の体育会各クラブによる対抗戦で、両大学のスポーツ技術の交流
と親睦を兼ねた、全国でも珍しい大学スポーツの祭典です。
　今月号では、これまでの歴史を振り返ります。

次回は、中川さんからのご
紹介で眞壁知義さん（文学

部2年次生）が登場。
お楽しみに ！
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体育会ゴルフ部に所属する中川雄策さんは、大学進学が決まった高校3年生の時、父から「社会人
になるとゴルフをする人が多いから、将来役に立つよ」と勧められたことが入部のきっかけでした。
ゴルフ部は週3回、千里山キャンパスから徒歩約20分のゴルフ練習場で、19時
から21時まで練習を行っています。入部したての頃、中川さんはルールも知
らない初心者でしたが、「練習するうちに上達を実感できて、ゴルフが面白く
なりました」と当時を振り返ります。
また、ゴルフ部ではコースでの振る舞いを学ぶため、ホームコースである
有馬ロイヤルゴルフクラブでキャディー研修を推奨。中川さんも週末にはゴル
フ場でキャディーの経験を積んでいます。さまざまな年代の人に同行する
中で、70歳を超えた方が打つショットの正確さに感嘆することもあり、
「年齢を重ねても続けられる“生涯スポーツ”であることがゴルフの大き
な魅力」と語ります。
将来はランドマークとなるような大型の建築物を手掛け「お父さん

が建てたんだよ、と自分が施工に携わった建物を子どもに見せること
が夢」と話してくれました。時間に制限がある中でもスケジュールをう
まく調整して、学業と部活動の両方に力を入れています。「学業面で
は、在学中に『宅地建物取引士』の資格を取ること。部活動では、4
月から入ってきた後輩を引っ張っていけるよう、アイアンショットの
正確性を身に付け、ゆくゆくはアベレージスコアを80にすることが
目標です」と意気込みを見せます。
「在学中は学業と共に、ゴルフを通して精神力を鍛えたい。その
経験は社会に出てからも生かせるはずです」と中川さん。最後に
「6月に総合関関戦が迫っています。昨年は16年ぶりに勝利しまし
たが、今年の試合はアウェーコースで行われるので苦戦が予想さ
れます。自分はキャディーとしてチームを支えますので、皆さん
応援をよろしくお願いします」と笑顔で語りました。

　本大会の特徴は、大学単独の企画ではな
いこと。その典型は1980年の第3回大会か
ら始まった健康マラソン大会です。関大周辺
に6㎞コースと4㎞コースを設け、一般市民も
参加できるようにしたのです。
　ちょうどこの頃はジョギングブームに火が
付いた時代で、市民マラソンと名の付く大会
が全国で100近く企画されました。本大会の
健康マラソンにも3歳から78歳までの924人

　総合関関戦が始まったのは1978年。当時、
多くの大学において、体育会の各クラブが個
別に交流戦を行っていましたが、縁の深い大
学間でクラブごとに対戦し、その総合成績を
競い合う例はありませんでした。それを両大学
の体育OB会（現在の体育OB・OG会）が企
画し、双方のトップの賛同を得て実現。初めて
の大学スポーツの総合定期戦ということで、
全国的にも注目されました。
　当時の学長、院長はこの総合関関戦に期
待して、それぞれの思いを語っています。『関
西大学百年史』からそれを拾うと―。

伝統のスポーツ交流と
地域の絆

第46回大会概要
日程 ： 2023年6月3日（土）～11日（日）
場所 ： 関西学院大学西宮上ケ原キャンパス他

が参加し、大きな盛り上がりを見せました。
　これまでの通算成績は本学の18勝23敗1
分です。毎回多くの感動の渦を巻き起こし、
数々のドラマを生んできました。そして今でも
その手応えを忘れない人たちがいます。
　例えば、野球部の北川元洋さん(1983年
社会学部卒業)。1982年の第5回大会で、8
番バッターとして出場。９回2死2、3塁のチャ
ンスで中前安打を放ちサヨナラ勝ち。「打っ
た時の腕の感触は今でも覚えています」と言
います。
　こうした手応えは関関戦に限ったことでは
ありません。本学の体育会には44のクラブが
あり、それぞれが関関戦以外に関関同立の交
流試合や関西、関東の大学との交流を行って
います。一人一人が他大学との絆を強めてい
るわけです。さあ、今度はあなたの出番です。

健康マラソン大会

第1回大会の開会式（現在の千里山キャンパス尚文館あたり）

　第46回大会実行委員長の岡本昂也さん
（総合情報学部3年次生）は、「『蒼穹』には2つ
の願いを込めています。1つ目は総合関関戦
の意思や伝統を引き継ぎ、次の世代にバトン
をつないでいきたいこと。2つ目は関大の2連
覇を目指して『蒼穹』のように曇りのない最高
の大会にしていきたいことです」と話しました。

 ◎ 関西大学　中義勝学長
　ライバル意識の強い両大学の学生諸君が
ぶつかり合うことによって、母校愛が養われ
れば言うことはない。学風の振興に役立つの
ではないか。

 ◎ 関西学院大学　小寺武四郎院長
　親善も大切だが、鍛錬する心も大事であ
る。この定期戦こそ新しい時代における学生
スポーツの開拓になると思っている。 スローガン ： 

蒼穹
そうきゅう

第3回大会で初めて
行われた健康マラソ
ン大会では道を埋め
尽くすほどの参加者
がありました。（現在の
千里山キャンパス凜
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　皆さんは、大学を卒業したら、良い仕事に就
かなくてはならない、そのためには在学中に就
職でアピールできる活動をしなければならな
い、と漠然と考え、悩み、時には達成感を得るの
ではないでしょうか。
　社会学部では、身の回りのさまざまな「当
たり前」がどのようなもので、なぜ存在するの
かを考え直します。私たちの命の体験（＝生き
ること）を形作る「当たり前」の範囲を広げて、
人間としての可能性を広げていきましょう。

（教学主任　永冨真梨准教授）

各学部・研究科・併設校のさまざまな活動や取り組みなど、
トピックスや皆さんへのメッセージをお届けします。学部・研究科・併設校トピックス

　商学研究科のグローバル・リテイリング・プロ
グラムでは、2022年11月に韓国で「海外研修」
を実施しました。アジア新流通の発展・進化を理
論と実務の両面から学ぶ本プログラムは、2年前
に産声を上げました。ただしコロナ禍ゆえ、初年
度には目玉イベントとして設定した海外研修を
実施できなかったので、今回はデジタル小売革
命で沸いている韓国での開催に踏み切りました。
なお2023年度から、本プログラムの海外研修
を、アジアの流通変革を肌で感じたい商学部生
が履修可能な科目としてオープンします。

（崔相鐵教授）

教科書の読み方 「当たり前」を問い直す専門書を読む

新入生研修・交流会2023 6/18は高槻ミューズに来ませんかPronunciation? Check it Online!

GRプログラムの海外研修の実施

新入生歓迎行事を実施しました

行ってみよう、やってみよう

実践と失敗

６月の覇者

社会学部／社会学研究科

社会安全学部／社会安全研究科

商学部／商学研究科経済学部／経済学研究科文学部／法学部／法学研究科

人間健康学部／人間健康研究科外国語学部／外国語教育学研究科政策創造学部／ガバナンス研究科 総合情報学部／総合情報学研究科

文学研究科
東アジア文化研究科

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部／理工学研究科

　法学の学習では、教科書を読むことが重要で
す。特に実定法分野の教科書は、抽象的な規範
や技術的な制度を扱いますので、初学者には
とっつきにくいです。私は学生の頃、「教科書は３
回読め」と言われました。その意味は、１回目は分
からなくても良いからざっと読んで全体を把握
し、２回目は行ったり来たり立ち止まりながら丁
寧に読んで子細を確認し、３回目は点と点を線で
つなぎながらざっと読んで当該分野の体系を理
解せよということです。梅雨の季節に、教科書を
読んでみてはいかがでしょう。

（教学主任　福島豪教授）

　新年度、心がふわふわ4月。新緑連休、心がわく
わく５月。雨・祝日ゼロ、心がどんより６月。そうです。
６月はカレンダーの中で最も厳しい月です。しかし、
逆に言えば、６月は学業に最も集中できる月です。
　新入学の大学院生にとって６月は研究の土台
作りに最適です。梅雨空のもと、基礎的な文献を
時間をかけてきっちり読み込むなどし、この時期
に地力を養い、飛躍の夏に備えましょう。梅雨を
浴びて田んぼの稲がぐんと成長するように。６月
を制するものは研究を制す。ちょっと言い過ぎで
しょうか。

（教学主任　酒井真道教授）

　政策創造学部では毎年4月に、新入生合宿を
実施しています。これは、新入生の交流を図り、大
学生活に前向きに進んでいけるようになることを
目的に、先輩にあたる祭典実行委員会の皆さん
が工夫を凝らして企画立案して実施されるイベ
ントです。今年度はいつものキャンパスとは違う
空間（高槻キャンパス高岳館）で、日帰り研修を実
施し、少し長い時間を同級生や先輩と一緒に過
ごすことで、お互いに知り合い、大学で共に学ぶ
ことへのモチベーションを高めることができたの
ではないかと期待しています。

（学生主任　徳丸宜穂教授）

　新年度が始まって２カ月、キャンパスでの勉学
にも慣れてきた頃と思います。コロナ禍の３年間
は、何かと行動が制限される一方、デジタルアー
カイブの充実やWEBを介したコミュニケーショ
ンツールの普及が見られ、リアルなら参加できな
いシンポジウムに出たり、オンデマンド授業では
分からない部分を何度も再生することができた
り、振り返れば悪いことばかりではなかったと思
えます。WEB上の膨大で精密なデータは、探求
の可能性を広げてくれます。例えばGoogle 
street viewを使えば街歩きしているような気分

　ビジネス書や自己啓発本を通じた読書は、難し
い専門書の内容を端的に要約しているという意
味で、昨今流行りのタイパを体現していると言え
ます。しかし、端的な要約の背後には、当然ながら
捨象されている内容もあり、そこにこそ真理が潜
んでいることもあります。難しい専門書の理解に
は相当の訓練が求められますが、その訓練に要
する時間を確保できるのは、学生の特権と言えま
す。手軽に多くの知識を得ることも重要ですが、
じっくりと専門書に向き合うのも良いのではない
でしょうか。

（教学主任　西川浩平准教授）

　英語で発表をする時は、事前に単語の発音を
確認することを忘れないようにしましょう。やり方
は簡単です。「調べたい単語+pronunciation」
でインターネット検索をします。例えば「seat 
pronunciation」と入力し、検索すると、“seat”
の発音を表す“seet”という表記と、スピーカーの
絵が表示されます。スピーカーの絵をクリックす
ると音声で聞くことができ、口の動きも画像で見
ることができます。第二言語でプレゼンテーショ
ンをする際は、ぜひご自身の発音をチェックして
ください。

（アラン ・ ハント教授）

　人間健康研究科では「健康調査研究法2」を
新たに開講しました。この科目では定量的分析
方法について教室で学習するのみではなく、
フィールドワークとして実際に自分たちが立案
した調査票を用いて調査をしてみます。経験不
足のうちは、設問や回答方法に対して「こうして
おけばもっと明確な回答が得られ、分析しやす
かったのに…」と感じることも多いでしょう。し
かし、その失敗体験が大きな学びにつながりま
す。研究とは失敗と試行錯誤を繰り返すことな
のですから。

（教学主任　谷所慶教授）

　2019年以来、4年ぶりに新入生歓迎行事を
行いました。亀松太郎特任教授による講演、生
協食堂での昼食に続き、アイスアリーナに移動
して、新入生歓迎演舞、応援団による学歌指導、
フィギュアスケートやアイスホッケーのエキシビ
ションというプログラムで、新たな総情メンバー
をお迎えしました。この他にも、コロナ禍で制限
されていた対面でのサークル勧誘活動や、総合
情報学部に眠る貴重な機材の展示イベントな
ど、盛りだくさんな歓迎行事となりました。

(学部長　名取良太教授)

レポートの書き方に困ったら… ！

教育推進部

　ライティングラボでは、大学院生チューター
がレポートやスライド資料等に関する相談に応
じています。「何を書けば良いのか分からない」
「書いたけどこれで良いのか誰かに見てほしい」
というあなた、気軽にライティングラボをご活用

ください。年間
利用者1300人
強 ！ 満足度は約
99％ ！
(岩﨑千晶教授)

になります。でも、気温や湿度、光の強弱、匂いな
ど、画像では分からないことも多くあり、行った気
になるのは早いでしょう。授業でもシンポジウム
でも、WEBと対面の違いは、皆が一堂に会して
いるかどうかです。得られる知識はそう変わりま
せんが、自分と違う考え方をする人がいたり、予
期せぬ出会いがあったり、他者と共に学ぶことが
リアルな場の良さと思えます。
　学生らしく過ごせる期間は意外と短く、特に理
工系は授業がぎっしりで余裕がありませんが、夏
休みや春休みを含めれば自由な時間はかなりあ

ります。今のうちに、どこか実際に行ってみる、何
か身体を動かしてやってみることをお勧めしま
す。旅も良いですが、キャンパスでもさまざまな
催しがありますし、実験・演習など授業に関連し
た体験もあるでしょう。コンクールへの応募や、
研究成果を発表するというのも貴重な経験で
す。リアルな体験には時間と手間がかかります
が、面倒と思わず、トライしてみてください。1回
で成功するとは限りません。でも失敗しても、次
は少しうまくいくはずです。

（環境都市工学部　橋寺知子准教授）

無料法律相談を2023年度も実施
　法科大学院では、2004年の創設時より社会貢
献につながる授業の一環として、市民の皆さまを
対象に、無料法律相談を実施しています。2022年
度は従来の対面形式での実施に加え、オンライン
形式での相談も受け付け、1年間で19件の相談
がありました。
　本法律相談では、弁護士資格を有する実務家
教員と、守秘義務を課された法科大学院生が協
働し、法律に基づき問題解決に向けての具体的助
言を行うことで、市民に寄り添うことができる実務
感覚に優れた法律家の
養成を目指しています。

（大住洋教授）

法科大学院

　4月7日、第14
回入学式を挙行
し、64名の新1
年生が誕生しま
した。コロナ禍
でのさまざまな
制限も解け始め
た今年、マスクの無い、子どもたちの素の笑顔
が溢れる入学式になりました。また、中高等部
吹奏楽部の生演奏での入場行進も復活し、温
かい雰囲気に包まれたスタートになりました。

（教頭　田渕良二教諭）

笑顔はじける新1年生が入学

関西大学初等部

　社会安全学部では、6月18日（日）にグリーン
キャンパスを実施します。さらに、コロナ禍では
実施を見送っていた、高槻ミューズキャンパス祭
も同日に開催予定です。地域にキャンパスを開
放してさまざまなイベントを開催してきたため、
これまで、数多くの地域住民や学生に訪れてい
ただきました。他学部の皆さんも、社会安全学部
／サテライトキャンパスだからこそ実施できるイ
ベントを体験しに、一度、高槻ミューズキャンパ
スに来てみませんか？

（河野和宏准教授）

詳細については、
こちらから
ご確認ください。

3大学共催で「データサイエンス・アイデア
コンテスト（協賛 マイナビ）」を開催

社会課題「労働力人口の減
少」について、データに基づ
くアイデアを募集します。
最優秀賞 
賞金10万円

応募テーマ

表  彰
8月25日（金）
エントリーシート提出締切
10月29日（日）
最終選考会（法政大学 市ケ谷キャンパス）
旅費の一部（往復新幹線代相当）を補助

スケジュール

　本学と中央大学、法政大学の3大学は、数理・データサイエンス・AIの知識・技術を用いたデータ
の利活用を実践する場として、「データサイエンス・アイデアコンテスト」を開催します。
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詳細は、応募要項をご覧ください

3大学に在籍中の学部生および
併設校に在籍中の高校生応募資格



感染拡大予防策を講じた上で、取材や制作を行っています。

関大トピックス

海外へ飛び出そう

自堕落な若者、気長に見守る大人

編集後記

　私が大学生活を過ごしたのは二十世紀末の頃である。大失恋を
きっかけに、ずいぶんとやさぐれた4年間だった。勉学そっちのけで、
パチンコや合コンで遊び呆ける日々を繰り返した。
　そんな自堕落な私を、実直な公務員の父は一度として叱ることはな
かった。ある日、徹夜で麻雀帰りの私は、たまたま父と一緒に朝の通勤
電車に乗った。満員の車内で人波に押されながら、私は父に「こんな満
員電車、毎日、嫌にならへんの？俺はまっぴらやわ」と無邪気に尋ねた。

車内で踏ん張りつつも、笑顔の父の答えは明快だった。「毎日やから、
慣れるよ」。十三駅で父の大きな背中を見送りながら、不意に涙が出
た。俺もちゃんと生きなあかんよな、と。
　いつの時代も若者にはモラトリアムの時間が必要だ。そして、自堕
落な若者の緩やかな成長を温かく気長に見守る成熟した大人の存在
も絶対に必要だ。私は父のような大きな背中を見せることができてい
るだろうか。関大生に政治学を教えながら、時々そんなことを考える。

　今月号の特集では海外留学をテーマに取り上げました。私も大学院生の頃に1年間ベトナムに留学したことがありますが、日本とは異な
る文化に直接触れることができ、貴重な経験になりました。留学中に知り合ってから、10年以上経った今もなお連絡を取り合っている友人・
知人もいます。関西大学にはさまざまな留学プログラムがあり、留学期間や留学先もさまざまです。国際部で気軽に相談することもできま
すので、これまで海外留学を考えてこなかった皆さんも、ぜひ検討してみてはいかがでしょうか。

『新入生に贈る100冊』
（2023年度版）を発表

（広報委員・文学部准教授　吉川和希）

電子版
『新入生に贈る100冊』
（2023年度版）

坂本 治也法学部教授

発行日：２０23年6月1日
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

　『新入生に贈る100冊』は、「若
者の読書離れに歯止めをかけた
い」という思いから始まった、今年
で6年目を迎える本学独自の読
書啓発企画です。2023年度も大
手書店「丸善雄松堂」ならびに「紀
伊國屋書店」と本学学長が「新入
生に読んでもらいたい100冊」を
選定しました。
　選定された100冊のうち約8
割はいつでもアクセスできる電
子書籍として提供しています。電
子書籍の取り扱いがない図書も、
各キャンパス図書館での閲覧・貸
出が可能です。

「関西大学新入生歓迎の集い2023」を開催
　千里山キャンパスで4月2日、一人暮らしを始める新入生を対
象に、新生活のスタートおよび学生同士の交流をサポートする
イベント「関西大学新入生歓迎の集い2023」を開催しました。
　本イベントは、一人暮らしをする在学生の父母から、「初めて
の一人暮らしで不安です」といった心配の声が多数寄せられて
いたことから、大学と教育後援会・校友会・関大生協などが力を
合わせ、2018年度から始まりました。
　今年度も約800名の新入生が参加し、同郷・同学部の学生を
見つけてはトークに花を咲かせ、新入生同士で交流の輪を広げ
ました。またイベントの途中では応援団の演舞演奏やサプライ
ズゲストとしてサンプラザ中野くんとパッパラー河合さんの登
場などがあり、大いに盛り上がりました。
　最後に、参加者全員に食品・お菓子・非常食などの詰め合わ
せをプレゼントして閉会しました。

リアルな“働く”姿を届けます ！ ジョブシャドウイング動画を配信中
　「ジョブ（仕事）シャドウイング（影になる）」とは、学生が社会人に1日同行し、どのような仕事
をしているかを質問・観察することでキャリア観を育むというものです。このジョブシャドウイ
ングに関大生が挑戦。Panasonic Groupの人事・営業・技術職の3名の社員、それぞれの1日
に密着し、仕事内容や必要な考え方についての理解を深めました。
　その様子を撮影した動画を、「ハタチのトビラ」において配信中。職業体験のような機会を
得られ、社会で働くイメージを具体化できる動画となっていますので、ぜひご覧ください。
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「パナソニック 採用人事編」
https://hatachinotobira.
com/contents/210

「パナソニック 営業社員編」 
https://hatachinotobira.
com/contents/212

今こそ留学
今月の表紙

　今月号の表紙は、これまで海外留学をされた皆さんの思い出が
いっぱい詰まった写真を掲載しました。 「今年こそ、海外留学！」と
考えている皆さん、この写真のように海外で羽ばたいてください。

 「ハタチノトビラ」
ジョブシャドウイング動画

「パナソニック 技術職編（理系社員）」
※本動画については、関西大学内専用
サイトでの限定公開となります。




